
令和６年度大学教育再生戦略推進費 

「大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」計画調書 

 

【タイプⅡ】 

大学名 機関番号 

プログラム名 

【和文】 

【英文】 

事業者 
(大学の設置者)

ふりがな
所属・ 
職名 

 
氏名 

申請者 
(大学の学長)

ふりがな  

氏名

事業責任者 
ふりがな 所属・ 

職名 氏名 

連携してプログラムを実施する機関(国内連携大学等) 

大学等名 

１ 

２ 

３ 

４ 

連携してプログラムを実施する機関(海外連携大学等) 

国名 大学名（日本語） 大学名（英語） 

１ 

２ 

本プログラム経費                (単位:千円)  ※千円未満は切り捨て

年度（令和） ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 合計 

プログラム規模 

内訳 
補助金申請額   

大学負担額 

タイプⅠとタイプⅡの両方に申請する場合は、どちらの採択を優先して希望するか記載

※１.文部科学省や他省庁が実施する他の補助金は「大学負担額」に計上しないこと。

※２.国立大学における運営費交付金、公立大学における運営費交付金等、私立大学の私立大学経常費補助金等は

「大学負担額」に計上しないこと。 

タイプⅡ 記入要領

①科学研究費補助金の申請に使用する 5 ケタの機関番号を記入。

（https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/kikanList.do）

②複数大学が参加して実施するプログラムの場合は、主となる 1 つの機

関が代表校として申請すること。 

申請するプログラム内容を端的に表す名称を全角４０字程度で記入。 

英訳した名称を記入。 

大学の設置者（法人の

長）の氏名及び所属・

職名を記入。 

大学に所属する常勤の役員又は教員で、中心的な役割を果たし、責任を持つ「事業

責任者」を選任し、記入。 

連携してプログラムを実施する機関（国内連携大学等）の上限はなし。 

ただし、国内連携大学においても、「公募要領」で定める、申請資格及び申請要件

を満たすこと。 ※記入欄が不足する場合は、行追加すること。 

※「黄色マーカー箇所」部分が、「タイプⅠ 記入要領」
と異なる記載内容となる（その他は同様）。 

代表申請大学として、両タイプ（Ⅰ、Ⅱ）に申請する場合、 

「タイプⅠ」又は「タイプⅡ」と記載すること。 

(なお、代表申請大学としてどちらか１つのタイプのみ申請する場合は、空欄とする。) 

補助金申請額について 

補助期間終了後の継続的なプログラム実施を図る観点から、プログラムにおける補助金の配分額については、 

補助期間最終年度の２年前年は当初配分額の７０％に、補助期間最終年度の前年は当初配分額の５０％に、最終年度は当初配分額

の３０％に逓減させることを予定しているため、補助期間中の自己負担比率をどのように高めていくか等を明確にすること。 

・「プログラム規模」、「補助金申請額」、及び「大学負担額」の金額を年度ごとに記入。 

なお、「プログラム規模」欄は、「補助金申請額」と「大学負担額」の合計を記入。 

（金額は千円単位とし、千円未満の端数は切り捨てとする）。 

・ 審査要項⑫ 補助期間における各経費の明細【年度ごとに 1 ページ】シートと一致すること。 

複数大学連携での申請の場合、計画調書内

の各項目において、連携大学分も含めた内

容にて調書作成が必要な箇所あり。 

※記入要領内、青網囲み箇所が該当

（提出時は網掛の必要なし）。

記入欄が不足する場合は、行追加すること。 
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本プログラム事務総括者部課の連絡先 

部課名 
 

所在地 
〒 
 

責任者 
ふりがな  

所属・職名  
氏名  

担当者 

ふりがな  
所属・職名  

氏名  

電話番号  緊急連絡先  

Email(主)  Email(副)  

※原則として、当該機関事務局の担当部課とし、責任者は課長相当職、担当者は係長相当職とします。 

 Email（主）については、できる限り係や課などで共有できるグループメールとし、必ず（副）にも別のアドレスを
記入してください。 

採択結果の通知等に使用。 

必ず連絡対応可能な担当者を記入。 
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① プログラムの概念図【１ページ以内】※プログラムの全体像が分かる概念図を作成してください。 

  

全体像が分かるように、図表を用いて示すこと。 

なお、作成にあたっては、プログラムの内容が具体的に把握できるように留意すること。 
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③ （海外連携大学等を含む）大学等の連携図【１ページ以内】 

 

①海外連携大学等を含む大学が複数連携する場合は、連携内容や役割分担がわかる図を作成。 

 ※「連携してプログラムを実施する機関（国内連携大学等）」欄、及び「連携してプログラムを実施する機関

（海外連携大学等）」欄に記載した、全ての連携大学等の内容を盛り込むこと。 

 

②単独大学申請での取組の場合は、その理由を簡潔に記入。 

（ページ上限までの記入の必要はなし。） 
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審査項目⑦ 大学の理念等を踏まえた本プログラムの位置付け及び大学の国際化に向けた 

実施基盤 

以下の（１）～（３）を記入してください。 

（１）大学全体の改革における位置付け 【１ページ以内】 

○ 現在までの大学全体の改革に関する取組状況、現在抱えている課題及び定量的な現状分析、それらを踏まえた

今後の改革構想を記入してください。その際、その改革構想に占める本プログラム計画の位置付けを明確にし

てください。 

 

（設置する学部のうち取組対象外学部がある場合の理由等） 

【取組対象外学部】 

 

 

【取組対象外とする理由】 

 

 

・〇印の観点に留意し、各項目について明確に記入すること。 

・年表記は、西暦で記入すること。 

※ 以下同様 

【全項目共通事項】 

・以下の内容は、簡潔に、分かりやすく記入（ページ上限まで作成する必要はなし）すること。 

・文字の大きさは１０．５ポイントで記入すること。 

・「タイプⅡ：海外展開型」においても、「多くの学部・研究科の希望する学生が海外留学

を伴う多文化共修に参加できるようにすること」を目的としている。（公募要領 p6） 

よって、可能な限り全ての学部での取組とすることが望ましい。 

・該当がない場合も、記入欄は削除せず、「該当なし」と記入すること。 

 ※表示欄を縮小等させることは可。 

・取組対象外学部がある場合、全て列挙すること。 

・取組対象外学部とする理由を簡潔に記入。 

・記入方法については、複数学部をまとめて記入しても可とする。 

・作成の際には、記入分量確保のため、緑枠囲み部分は削除しても可とする。

その他の箇所は、削除を行わないこと。 

※以下同様 
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（２）大学の国際化の実績及び今後の計画 【２ページ以内】 

○ 申請プログラム計画の基礎となる大学の国際化の取組状況、現在抱えている課題及び定量的な現状分析、それ

らを踏まえた今後の国際化の発展・改善計画について記入してください。 

○ 「スーパーグローバル大学創出支援事業」の採択大学においては、必須指標の未達成項目があれば、その取組

状況を記載してください。（申請プログラム計画と関連するものを３つ程度記載すること。）また、今後の改善

計画を記載してください。 

 

（SGU 指標の取組状況） 

 

 

（SGU 指標の改善計画） 

 

「スーパーグローバル大学創成支援事業（以下、「SGU」という。）」の採択大学に 

おいては、申請プログラム計画と関連する SGU 必須指標の取組状況を記載。 

なお、SGU 必須指標については、下記リンク「事後評価要項」（p2～3）のうち、 

大学が共通して取り組む項目を指す。 

（https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-sgu/data/jigo/kobo/sgu-jigo-youkou.pdf） 

【SGU の採択大学が、申請を行う場合】 

・未達成項目が３つを超えている場合は、申請プログラム計画との関連

性が高いものから３つ程度記載すること。 

・未達成項目がない場合はその旨記載すること。 

 

【SGU の採択大学ではない大学が、申請を行う場合】 

・点線以下の内容は削除せず、「SGU の採択大学ではなかった」旨、SGU

指標の取組状況及び SGU 指標の改善計画欄にそれぞれ記載すること。 
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（３）プログラム実現に向けた体制構築等 【２ページ以内】 

○ プログラムの実現に向けた学内の組織的な実施体制整備(学長を中心とした体制の整備、FD・SD の実施体制の

整備、学内への周知徹底を含む)、客観的データに基づいた事業計画の改善や見直しを行う PDCA サイクルの構

築等について記入してください。 
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審査項目⑧ プログラム計画の具体的な内容 

〇 （１）～（４）について、達成目標、これまでの教育改革の取組及び今後の方針に照らして、妥当性・実現性

のある計画を記入してください。その際、以下の内容の実現に向けた計画を明確にしてください。 

・  育成する人物像の設定 

・ 多文化共修 

・ 日本人学生の送り出し、外国人留学生の受入れのための取組 

・ 海外での日本の大学のプレゼンス向上 

（１） 育成する人物像の設定 【２００字程度】 

 ◆ 以下の必須となる取組を含めて記入してください。 

【必須となる取組】 

〇 プログラムで育成する人物像を、大学等の強み・特色を活かし、各取組の内容との整合性にも留意しつつ具

体的に設定すること。 

  

 

 

・〇印の観点に留意し、各項目について明確に記入すること。 

・年表記は、西暦で記入すること。 

※ 以下同様 
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（２－１） 多文化共修  【３ページ以内】 

※期待される取組（加点事項）がある場合は、該当部分を青字で記入してください。 

 ◆ 以下の必須となる取組を含めて記入してください。 

【必須となる取組】 

○ 正課科目の開発・実施を必須とするが、必要に応じて正課外科目も設けることで、幅広な内容や構成・水準とする

こと。これにより、多くの学部・研究科の希望する学生が海外留学を伴う多文化共修に参加できるようにすること。 

○ 現地の連携大学や地方公共団体や企業、NPO・NGO・国際機関等と連携し、これらの機関が所在ないし活動する

国内外の地域が抱える課題をテーマとした多文化共修を実施すること。特に博士前期課程においては、より社会課

題の解決策の提案や社会実装に資する取組（政策提言や起業、社会実装活動等）を含むこと。 

○ 現地大学等との連携により、当該現地大学等の学生を TA や SA などとして積極的に育成・採用・活用すること。そ

れにより、これらの学生が主体となった自律的・持続的多文化共修のための体制を整備すること。 

【期待される取組（加点事項）】 

〇  多文化共修に必要な新たな外国人教員を雇用すること。 

【これまでの取組状況】 

 

【計画内容】 

  

 

・期待される取組(加点事項)は青字で記入すること。 

なお、期待される取組を計画・実施する場合には、可能な限り、 

関連した任意指標を設定することが望ましい。 

（審査項目⑨成果目標の設定 8)その他 任意指標） 

・【これまでの取組状況】及びそれを踏まえた【計画内容】を具体的に記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること。 
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（２―２） 多文化共修科目 【２ページ以内】 

 ◆ 「審査項目⑩（３）多文化共修科目一覧表」に記載する科目のうち、特色のある正課の科目５科目及び正課外

の取組３件までについて、具体的アクティビティ、連携先がある場合は関わり方、到達目標などを記載してく

ださい。 

正課の科目 

１ 【科目名（科目区分）】 

 

 【概要】 

  

２ 【科目名（科目区分）】 

【概要】 

 

３ 【科目名（科目区分）】 

 

【概要】 

 

４ 【科目名（科目区分）】 

【概要】 

 

５ 【科目名（科目区分）】 

【概要】 

 

【正課の科目】 

・「多文化共修」の実現のために必要な正課科目を配置（審査項目⑩プログラム計画

の適切性 （3-1）多文化共修科目一覧表【正課科目】）し、その中から抜粋して、

具体的な概要等を記載すること。 

・必修科目 → 選択必修科目 → 選択科目の順に記載すること。 

・（科目区分）には、（必修）、（選択必修）、（選択）のいずれかを記載すること。 

・記載する科目数については、1 科目以上 5 科目以下とする。 

・5 科目未満で記載する際は、不要行を削除すること。 

審査項目⑩ 「（3-1）多文化共修科目一覧表【正課科目】」より、特色ある科目につ

いて、記入すること。なお、上記一覧表の 1 行目に記入した、正課科目から順に作成

すること。 

 

例）本審査項目欄に 5 科目記入する場合は、上記一覧表に記入した１～5 行目の正課

科目の内容を作成すること。 
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※該当がある場合に記載。 

正課外の取組 

１ 【取組名】 

 

【概要】 

 

２ 【取組名】 

 

【概要】 

 

３ 【取組名】 

【概要】 

 

 

【正課外の取組】 

・該当がある場合に記載。 

・該当がない場合は、前ページの「正課の科目」に関する内容の記入分量確保のため、

緑枠囲み部分は削除しても可とする。（※題目「正課外の取組」は、削除しないこと。） 

・「多文化共修」の実現のために必要な正課外科目を配置（審査項目⑩プログラム計

画の適切性 （3-2）多文化共修科目一覧表【正課外科目】）し、その中から抜粋して、

概要等を記載すること。 

・正課外の取組がない場合や、具体的に記載することが難しい場合は、記載がなくて

も可とする。（最低科目数はなし。） 

・記載する科目数については、３科目までとする。 

・該当があり、且つ３科目未満で記載する際は、不要行を削除すること。 

審査項目⑩ 「（3-2）多文化共修科目一覧表【正課外科目】」より、特色ある科目に

ついて、具体的に記入すること。なお、上記一覧表の 1 行目に記入した、正課外科目

から順に作成すること。 
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（３） 日本人学生の送り出し、外国人留学生の受入れのための取組【３ページ以内】 

※期待される取組（加点事項）がある場合は、該当部分を青字で記入してください。 

 ◆ 以下の必須となる取組を含めて記入してください。 

【必須となる取組】 

○ 海外拠点で行われる教育研究活動への参加者を始め、日本人学生の海外派遣の割合を確保する取組を実施する

こと。 

【期待される取組（加点事項）】 

○ 学位等のデジタル学修歴証明や、多文化共修以外の科目を含むマイクロクレデンシャルの発行・活用のための検

討・導入を図ること。なお、これらの検討・導入においては、将来的な自大学等の学位等の国際通用性を向上させる

観点から、全学的な取組とすることや学習管理システム（LMS）との連携・接続等を図ることが望ましい。 

○ 海外拠点への留学を契機に、次の留学や国際的キャリアパス構築に発展させる修学支援体制を整備すること。 

【これまでの取組状況】 

 

【計画内容】 

  

・期待される取組(加点事項)は青字で記入すること。 

なお、期待される取組を計画・実施する場合には、可能な限り、 

関連した任意指標を設定することが望ましい。 

（審査項目⑨成果目標の設定 8)その他 任意指標） 

・【これまでの取組状況】及びそれを踏まえた【計画内容】を具体的に記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること。 
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※該当がない場合は、「該当なし」と記入。 

（４） （該当があれば）その他（海外での日本の大学のプレゼンス向上） 【１ページ以内】 

  ※期待される取組（加点事項）がある場合は、該当部分を青字で記入してください。 

【期待される取組（加点事項）】 

○ 現地の連携大学や企業等と組織対組織の恒常的・強固な国際ネットワーク、パートナーシップを新設・充実し、これ

らの組織等との多文化共修をとおした日本への留学促進の他、現地でのシンポジウムや留学フェア（国際的に知名

度があるなど留学生獲得やプレゼンス向上により結びつくもの）の開催、（有料広告等ではない形での）現地メディ

アでの報道の頻度をあげるための情報発信等を行うこと。 

【これまでの取組状況】 

 

【計画内容】 

  

 

『審査項目⑧：プログラム計画の具体的な内容』における、「プログラム

計画の妥当性」、「プログラム計画の実現性」、「事業目的適合性」につ

いて、その他何か記入すべきものがあれば作成すること。 

（※無理に作成を要するものではないが、「海外での日本の大学のプレゼ

ンス向上」について、期待される取組がある場合は、以下のとおりとする。） 

 

・期待される取組(加点事項)は青字で記入すること。 

なお、期待される取組を計画・実施する場合には、可能な限り、 

関連した任意指標を設定することが望ましい。 

（審査項目⑨成果目標の設定 8)その他 任意指標） 
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審査項目⑨ 成果目標の設定 

○ 現状分析に基づいて、実施時期別、定量的な数値目標を明確に設定してください。

なお、「連携してプログラムを実施する機関」がある場合は、その機関毎に指標を作成してください。

１）多文化共修科目数・参加学生数【表を除いて１ページ以内】

【実績及び目標設定】

【概要】 

審査項目⑨：成果目標の設定 1）～8）の項目について、「計画調書 1（別紙）」の該当する内容 

（以下、「データ集」という。）を作成し、それぞれ【実績及び目標設定】箇所に貼付すること。 

データ集は、以下の分類（分類Ａ・Ｂ）により、それぞれ貼付すること。 

●分類Ａ：単独申請の場合

・データ集のうち、同じ内容のシートが複数あるものについては、【代表校】となっているシートを

使用し、貼付すること。（※【合計】シート及び【連携】シートは、使用しないこと。）

●分類Ｂ：複数大学連携の場合 ※海外連携大学分のデータ集の作成は不要。

・データ集のうち、同じ内容のシートが複数あるものについては、【代表校】シートにて申請大学分を

作成し、【連携校】シートにて、連携大学毎に【連携校 1】シートから順に使用し、作成すること。

連携校シート作成にあたっては、計画調書 1 枚目に記入した順番とする。

なお、連携校が４つを超える場合は、大学の国際化によるソーシャルインパクト創出事務局支援事業

プログラム委員会事務局に一度連絡すること。

貼付方法等については、「審査項目③ 2）～4）」箇所にてそれぞれ例示て貼付しているため、参照すること。 

・（例 1）分類Ａ：「単独申請の場合」且つ「表を除いて【現状分析】及び【計画内容】」が 1 ページで収まる場合

⇒ 審査項目⑨ 2）箇所にて例示。 

・（例 2）分類Ａ：「単独申請の場合」且つ「表も入れて【現状分析】及び【計画内容】」が 1 ページで収まらない場合

⇒ 審査項目⑨ 3）箇所にて例示。 

・（例 3）分類Ｂ：複数大学連携の場合

⇒ 審査項目⑨ 4) 箇所に例示。
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【現状分析】 

  

【計画内容】 

  

 

・令和 5年度（実績値）を踏まえた【現状分析】を明確に記入してください。 

※ 以下同様 

・上記【現状分析】に基づいた【計画内容】を、令和 8年度（中間評価前年度）、

令和 11 年度（事業最終年度）の目標値に関連付けて明確に記入してください。 

※ 以下同様 

・〇印の観点に留意し、設定した成果目標に対し、【現状分析】及び【計画内容】を具

体的に記入すること。 

・年表記は、西暦で記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること（ページ上限まで作成する必要はなし）。 

・複数連携大学での取組の場合、データ集の貼付については、それぞれ【実績及び目標

設定】箇所に貼付する必要があるが、【現状分析】及び【計画内容】ページにおいては、

連携大学分の内容も盛り込んだ形で、１ページ以内で記入すること。 

 

※以下、「審査項目⑨：成果目標の設定 1）～8）」項目について同様。 
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２）多文化共修科目に関連する担当教員や多文化共修に関連する TA・SAの数 

【表を除いて１ページ以内】 

【実績及び目標設定】                   

 （大学名：●●大学） 各年度５月１日の数値を記入

担当教員数
令和５年度

(実績値）

令和８年度

(目標値）

令和11年度

(目標値）

教員総数（Ａ)

　うち多文化共修科目の担当教員数（Ｂ)

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間の総数（のべ）の数値を記入

ＴＡ・ＳＡ数
令和５年度

(実績値）

令和８年度

(目標値）

令和11年度

(目標値）

TA・SA総数（Ｃ)

　うち多文化共修に関連して雇用する

　TA・SA数（Ｄ)  

【現状分析】 

 

【計画内容】 

 

 

 

【貼付方法等例示】 

・（例 1）分類Ａ：「単独申請の場合」且つ「表を除いて【現状分析】及び【計画内容】」が 1 ページで収まる場合 

・表下から記載し、【現状分析】及び【計画内容】のどちらもが表を含め、１ペー

ジに収まる場合は、ページをまとめることは可とする。 

・ただし、表下から記載し、【現状分析】及び【計画内容】のどちらか一方でも、

次ページにわたる場合は、ページの改変は行わないこと。 

 

※以下、「審査項目⑨ 成果目標の設定、うち 1）～8）について」同様。 
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３）多文化共修科目に関連して、連携する地方公共団体や企業、NPO・NGO・国際機関等の数 

【表を除いて１ページ以内】 

【実績及び目標設定】                      

 （大学名：●●大学） 各年度通年の数値を記入

令和５年度

(実績値）

令和８年度

(目標値）

令和11年度

(目標値）

連携する地方公共団体の数

連携する企業等の数

連携するNGO・NPO・国際機関等の団体
 

【貼付方法等例示】 

・（例 2）分類Ａ：「単独申請の場合」且つ「表も入れて【現状分析】及び【計画内容】」が 1 ページで収まらない場合 

【参考：データ貼付について】 

・データ集から、該当する項目の表を図の形式で、中央揃えで貼付すること。 

(貼付部分は【データ集】記入要領参照)。 

 

【貼り付け方法】 

ワードのホームタブ → 貼り付け → 形式を選択して貼り付け  

→ 図(拡張メタファイル)を選択 

※ 以下同様 
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【現状分析】 

  

【計画内容】 

  

 

・表下から記載し、【現状分析】及び【計画内容】のどちらか一方でも、次ページ

にわたる場合は、ページの改変は行わず、【実績及び目標設定】ページで 1 ページ、

【現状分析】及び【計画内容】で次の 1 ページとする。 

 

※以下、「審査項目⑨ 成果目標の設定、うち 1）～8）について」同様。 
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４）日本人学生の海外留学人数・割合【表を除いて１ページ以内】 

 ※要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比 220％以上もしくは全学生数の３割以上に設定すること 

【実績及び目標設定】                    

 (合計) 各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

日本人学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生の海外留学人数（Ｂ) 0 人 0 人 0 人 #DIV/0!

　うち、多文化共修科目に関連して海外留学する

　日本人学生数（Ｃ）
0 人 0 人 0 人

　【内訳】

　　①短期留学人数 0 人 0 人 0 人

　　②中期留学人数 0 人 0 人 0 人

　　③長期留学人数 0 人 0 人 0 人

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

令和５年度

(実績値）

令和８年度

（目標値）

令和11年度

 

 

 

 （大学名：●●大学） 各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

日本人学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生の海外留学人数（Ｂ) #DIV/0!

　うち、多文化共修科目に関連して海外留学する

　日本人学生数（Ｃ）
0 人 0 人 0 人

　【内訳】

　　①短期留学人数

　　②中期留学人数

　　③長期留学人数

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

令和５年度

(実績値）

令和８年度

（目標値）

令和11年度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貼付方法等例示】 

・（例 3）分類Ｂ：複数大学連携の場合 

データ集うち、以下の順番で貼付。 

・合計シート ⇒ 代表校シート ⇒ 連携校 1・・・ 

代表校シート 

データ集の差込みの際に、複数ページにまたがる場合は、次ページ以降

に 1 つの表となるよう、ページを追加すること。 

※次ページ参照。 
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 （大学名：▲▲大学） 各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

日本人学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生の海外留学人数（Ｂ) #DIV/0!

　うち、多文化共修科目に関連して海外留学する

　日本人学生数（Ｃ）
0 人 0 人 0 人

　【内訳】

　　①短期留学人数

　　②中期留学人数

　　③長期留学人数

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

令和５年度

(実績値）

令和８年度

（目標値）

令和11年度

 

 

 

 

 

連携校 1 シート 

※連携校が複数ある場合は、以下 

同様に差込みすること。 
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【現状分析】 

  

【計画内容】 
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５）外国人留学生数・割合【表を除いて１ページ以内】 

※要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比 140％以上もしくは全学生数の３割以上に設定すること 

【実績及び目標設定】    

              

 

※データ集より、該当の方法により貼付け。 
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【現状分析】 

  

【計画内容】 
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６）外国人留学生の国内及び地域への就職人数・割合【表を除いて１ページ以内】 

※要件：事業計画最終年度の進学者を除く国内での就職希望者の６割以上を占めること 

【実績及び目標設定】                    

 

 
※データ集より、該当の方法により貼付け。 
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【現状分析】 

  

【計画内容】 
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７）プログラム実施の前提となる大学の国際化【表を除いて１ページ以内】 

「公募要領」p4 の表 1 に記載する大学の国際化に係る目標 i～iii の項目についての達成目標（※）を設定すること。 

（※）（人数または割合）目標 i：外国人留学生、目標 ii：外国人教員、目標 iii：外国語による授業 

 

<SGU に採択されていた大学> 

これまでの SGU 実施 10 年間で国際化の基盤を整備してきたことを前提に、全ての項目について、より高い水準の達

成目標とすることを求めます。 

 

<SGU に採択されていない大学> 

１つ以上の項目について、中間評価までに達成する目標を設定すること。他の項目については、事業計画最終年度ま

でに達成する計画とすることが望まれます。 

【実績及び目標設定】                    

 

 

 

 

・7）項目の指標については、他の指標と異なり、代表申請大学のみ必要とする。 

（※複数連携大学での申請の場合でも、連携大学においては、本要件を求めない

（指標作成不要）ものとする。） 

※データ集より、該当の方法により貼付け。 
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【現状分析】 

  

【計画内容】 
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※必ず作成すること。 

８）その他 任意指標【表を除いて１ページ以内】 

【実績及び目標設定】  

                   

 (合計) 各年度任意の数値を記入

令和５年度

(実績値）

令和８年度

(目標値）

令和11年度

(目標値）

（指標１） 0 0 0

（指標２） 0 0 0

※各年度通年の数値を記入。
※（指標1）に設定した●●は、～とする。
※（指標2）に設定した●●は、～とする。

 

 

削除しないこと。 

・必ず任意指標を作成すること。 

（事業のアクティビティ、アウトプット及び得られるアウトカムを数値化した任意指標等） 

・特に、審査項目⑧プログラム計画の具体的な内容に記載の以下、加点事項を記入した場

合は、関連した任意指標を設定することが望ましい。 

（２－１）多文化共修 

（３）日本人学生の送り出し、外国人留学生の受入れのための取組 

（４）（該当があれば）その他（海外での日本の大学のプレゼンス向上） 

 

・設定した任意指標の概要が簡潔に分かるよう、差込み表の上段等に適宜入力すること。 

・複数大学連携での申請の場合、代表申請大学と同一の任意指標を設定すること。 

・8）その他項目に関しては、任意指標の貼付については、表下段に設定した 

「※」部分も含め、貼付を行うこと。 
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【現状分析】 

  

【計画内容】 
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審査項目⑩ プログラム計画の適切性  

 以下の(１)～(３)を記入してください。その際、以下の内容の実現に向けた計画を明確にしてください。 

＜大学の経営自律化のための改革＞ 

・ 特定の財源（国からの基盤的経費等を含む）に依存しない、安定的で多様な財源確保のための戦略的経営マネ

ジメント改革を推進すること。 

・ プログラムの自走化を見据えて、国内外の企業・団体等からの寄附や教育研究経費の配分、人員派遣の受入れな

どによるプログラム運営経費や参加学生の奨学金の充実を図ること（具体的な支援先や金額、時期等が明記される

ことが望ましい。）。 

（１）年度別の計画 【２ページ以内】 

○ 年度ごとのプログラム計画について具体的に記入してください。 

【令和６年度】 

 

 

 

【令和７年度】 

 

【令和８年度】 

 

【令和９年度】 

 

【令和 10年度】 

 

【令和 11年度】 

 

 

・上記 <大学の経営自律化のための改革＞ に向けた計画を含めて、 

プログラム全体の年度別計画を年度毎に、具体的に記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること。 
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（２)プログラム計画の継続性 【２ページ以内】 

【継続性を担保するための学内外の体制や仕組みについて】 

 

 

 

【継続性を担保するための資金計画について】 

 

 

・<大学の経営自律化のための改革＞に記載の観点に留意すること。 

・年表記は、西暦で記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること。 

※以下同様。 
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※申請大学：●●大学（1～10）  

 
（
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。
 

・単独申請の場合 

→ 『※申請大学： + 大学名 + (掲載番号を記入)』 

 ・・・大学が開設する「多文化共修科目（正課科目）」について、データ集に 

て作成した 50 科目全てを貼付すること。 

 

※正課科目の設定が 50 科目未満の場合は、該当する科目分を全て貼付すること。 

貼付については、記入内容が A4 サイズで目視できるサイズで、拡大・縮小等を 

行い、対応すること。（1～10 の貼付は例示） 

審査項目⑧ 「（2-2）多文化共修科目」欄に記載する特色ある科目については、 

1 行目から順番に記載すること。 

例：）特色ある科目を 5 科目、審査項目②「(2-2)多文化共修科目」に記載する場合

は、1 行目～5 行目にその内容を記入すること。 
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※申請大学：●●大学（10～20）  
 

（
３
－
１
)
多
文
化
共
修
科
目
一
覧
表
 

【
正
課
科
目
】
 
 

 
 

・単独申請の場合 

→ 21 科目以降も同様に記入・貼付。 
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※連携校 1：▲▲大学（1～10）  

 
（
３
－
１
)
多
文
化
共
修
科
目
一
覧
表
 

【
正
課
科
目
】
 
 

 
 

・複数大学連携での申請の場合 

→ 「申請大学」分の貼付を単独申請と同様に行った後、 

  連携校分も同様に対応すること。 

→ 『※連携校(数字)： + 大学名 + (掲載番号を記入)』 

 

※連携校が多数の場合の記載順については、「計画調書 1」の

1 枚目に記載したとおりとする。 

 

※データ集より、該当の方法により貼付け。 

・複数大学連携での申請の場合、「データ集」においては、連携校毎のシート作成が

必要となるが、「計画調書１」への貼付については、上段の「申請大学」及び他の「連

携校」の貼付科目と合わせて、合計 50 科目分を貼付すること。 

※50 科目に満たない場合は、全て貼付すること。 

 

なお、貼付する科目の選定については、大学の任意となるが、「多文化共修科目」の

全体像をつかむことを目的としているため、類似した科目ばかりとならないよう留意

すること。 
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※申請大学：●●大学（1～8） ※該当がある場合に記載。  

 
（
３
－
２
)
多
文
化
共
修
科
目
一
覧
表
 

【
正
課
外
科
目
】
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標

人
数

（
※

3
）

・
ペ

ー
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数
が

複
数
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な
る
場
合

は
、
上

記
赤
枠

囲
み

の
内
容

を
残

し
た

う
え
で

、
前
ペ

ー
ジ

か
ら
の
連

番
で
作

成
す
る

こ
と

。
 

・削除・編集しないこと。 

・該当がない場合は、表貼付け箇所に、 

「該当なし」と記入すること。 

・単独申請の場合 

→ 正課科目欄と同様。 

※データ集の作成は 30 科目。 

※正課外科目の設定が 30 科目未満の場合は、該当する科目分を全て貼付すること。 

 

貼付については、記入内容が A4 サイズで目視できるサイズで、拡大・縮小等を 

行い、対応すること。（1～8 の貼付は例示） 

審査項目⑧ 「（2-2）多文化共修科目」欄、うち正課外の取組に記載する 

特色ある科目については、1 行目から順に記載すること。 
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※連携校 1：▲▲大学（1～8） ※該当がある場合に記載。  

 
（
３
－
２
)
多
文
化
共
修
科
目
一
覧
表
 

【
正
課
外
科
目
】
 

 
 

・複数大学連携での申請の場合 

→ 「申請大学」の貼付を単独申請と同様に行った後、 

  連携校分も同様に対応すること。 

※連携校が多数の場合の記載順については、「計画調書１」の 

1 枚目に記載したとおりとする。 

 

※データ集より、該当の方法により貼付け。 

・複数大学連携での申請の場合、「データ集」においては、連携校毎のシート作成が

必要となるが、「計画調書１」への貼付については、上段の「申請大学」及び他の「連

携校」の貼付科目と合わせて、合計 30 科目分を貼付すること。 

※30 科目に満たない場合は、全て貼付すること。 

 

なお、貼付する科目の選定については、大学の任意となるが、「多文化共修科目」の

全体像をつかむことを目的としているため、類似した科目ばかりとならないよう留意

すること。 
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審査項目⑪ プログラム成果の先進性と普及 【１ページ以内】 

以下の内容の実現に向けた計画を明確にしてください。 

・ プログラム成果は、費用対効果を勘案して、自大学だけでなく我が国の高等教育全体にとっても先進性を有

するものであるか、また、先駆的なモデルとなり、取組を波及させる手法及び計画が見込まれるものである

かについて分かるように記入してください。 

 

 

・上記の観点に留意し、プログラム成果の先進性と普及計画について明確に記入すること。 

・年表記は、西暦で記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること。 
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審査項目⑫ 経費の事業内容との関係性・整合性・妥当性 【１ページ以内】 

・ 他の公的資金との重複はないか。 

・ 申請経費の内容は明確かつ妥当であり、計画上必要不可欠なものか。 

・ 過大な積算となっていないか。 

 

 

 

 

・上記の観点に留意し、経費の事業内容との関連性・整合性・妥当性について明確に記入

すること。 

・年表記は、西暦で記入すること。 

・簡潔に、分かりやすく記入すること。 
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審査項目⑨　成果目標の設定 合計

１)多文化共修科目数・参加学生数

(合計) 各年度通年の数値を記入

科目数等
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

正課科目数 0 科目 0 科目 0 科目

　うち多文化共修科目数　① 0 科目 0 科目 0 科目

　【①の内訳】

　　・学士 0 人 0 人 0 人

　　・博士前期 0 人 0 人 0 人

　　・博士後期 0 人 0 人 0 人

参加学生数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

①の参加学生数（Ａ：Ｂ＋Ｃ） 0 人 0 人 0 人

　うち日本人学生数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人

　うち外国人学生数（Ｃ） 0 人 0 人 0 人

　【Ａの内訳】

　　・学士 0 人 0 人 0 人

　　・博士前期 0 人 0 人 0 人

　　・博士後期 0 人 0 人 0 人

学生総数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

学生総数（Ｄ：Ｅ＋Ｆ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生数（Ｅ） 0 人 0 人 0 人

外国人学生数（Ｆ） 0 人 0 人 0 人

２)多文化共修科目に関連する担当教員や多文化共修に関連するTA・SAの数

(合計) 各年度５月１日の数値を記入

担当教員数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

教員総数（Ａ) 0 人 0 人 0 人

　うち多文化共修科目の担当教員数（Ｂ) 0 人 0 人 0 人

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間の総数（のべ）の数値を記入

ＴＡ・ＳＡ数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

TA・SA総数（Ｃ) 0 人 0 人 0 人

　うち多文化共修に関連して雇用する
　TA・SA数（Ｄ)

0 人 0 人 0 人

※「外国人学生」は、原則として日本国籍以外の学生（「留学」の在留資格を有さない短期留学
　生を含む）とし、申請大学に所属する外国籍の学生や海外の現地連携大学の多文化共修の参加
　学生等を含む。

※「学生総数」は、各年度通年の数値を記入すること（全学生数とは異なる）。

※「教員総数」は、従前の大学設置基準第十二条で定める「専任教員」の数値を記入すること。

※「多文化共修に関連して雇用するSA」は、外国人留学生の学生生活や授業外での学習等を補助
　する業務を担う学生を指すため、必ずしも授業によるものではない。

・単独申請の場合、本シートは使用しないこと。

・【代表校】、【連携校】のシートから自動計算されるため、このシートは原則編集しな

いこと。ただし、『8）その他 任意指標』については、指標設定や行追加等に伴い適宜、

編集を行い、内容や合計に誤りがないよう注意すること。

※ 国内連携大学等が5大学以上となる場合、合計シートの編集はせず、事前に

「大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業プログラム委員会事務局」

まで連絡すること。

・ 各指標事項において該当する部分（ 内のセル）をコピーし、計

画調書の指定場所に貼付すること。

※ 計画調書の記入要領を参照

※ 以下同様

・貼付の際は、緑枠囲み部分は非表示とする。

その際、他の箇所が非表示とならないよう注意すること。
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３）多文化共修科目に関連して、連携する地方公共団体や企業、NPO・NGO・国際機関等の数

(合計) 各年度通年の数値を記入

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

連携する地方公共団体の数 0 件 0 件 0 件

連携する企業等の数 0 件 0 件 0 件

連携するNGO・NPO・国際機関等の団体 0 件 0 件 0 件

※多文化共修科目（正課科目、正課外科目）に関連して、連携する合計値を記入すること。

４）日本人学生の海外留学人数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比220％以上もしくは全学生数の３割以上に設定すること

(合計) 各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

日本人学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生の海外留学人数（Ｂ) 0 人 0 人 0 人 #DIV/0!

　うち、多文化共修科目に関連して海外留学する
　日本人学生数（Ｃ）

0 人 0 人 0 人

　【内訳】

　　①短期留学人数 0 人 0 人 0 人

　　②中期留学人数 0 人 0 人 0 人

　　③長期留学人数 0 人 0 人 0 人

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度

※多文化共修科目に関連して海外留学する日本人学生数は、「正課科目」及び「正課外科目」による合計値を
　記入すること。

・オレンジ色のセルが、公募要領に定める

要件を満たしているか確認すること。

※ 以下同様
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５）外国人留学生数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比140％倍以上もしくは全学生の３割以上に設定すること

(合計) 各年度５月１日の数値を記入

全学生数（Ａ) 0 人 0 人 0 人

各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

外国人留学生数（※短期留学生含む）（Ｂ) 0 人 0 人 0 人 #DIV/0!

【内訳１】

　うち、外国人留学生数（※短期留学生含まず） 0 人 0 人 0 人

　うち、短期留学生数 0 人 0 人 0 人

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

　　　　　　　　

６）外国人留学生の国内及び地域への就職人数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の進学者数を除く国内での就職希望者の６割以上を占めること

(合計)

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

外国人留学生のうち就職希望者数① 0 人 0 人 0 人

　　【①の内訳】

　　　・国内就職希望者数 （ア） 0 人 0 人 0 人

　　　・海外就職希望者数 （イ） 0 人 0 人 0 人

外国人留学生のうち就職者数② 0 人 0 人 0 人

 　 ・②のうち、国内就職者数 （ウ） 0 人 0 人 0 人

【割合】
　国内就職者数（ウ）／国内就職希望者数（ア）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

８）その他　任意指標

(合計) 各年度任意の数値を記入

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

（指標１） 0 0 0

（指標２） 0 0 0

※各年度通年の数値を記⼊。
※（指標1）に設定した●●は、〜とする。
※（指標2）に設定した●●は、〜とする。

※「外国人留学生」：外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める
　「留学」の在留資格により、申請大学において教育を受ける学生とする。
　（短期留学生を含まず）

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度
（目標値）

※「全学生数」は、学校基本調査の定義によるものとする（非正規課程の学生を含む）。

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度

※ここで定める「外国人留学生」とは、外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める
　「留学」の在留資格により、申請大学において教育を受ける学生、及び「留学」の在留資格を有さない短期
　留学生も含めるものとする。

各年度内に卒業・修了する者に対して行った調査の数値を記入

・（指標１）,（指標２）…を削除し、大学独自の定量的指標を記入すること。

・「期待される取組(加点事項)」に関する指標を設定することが望ましい。

・指標を作成する日付等については、設定した指標に合わせた任意のものする。

・設定した日付や指標に補足がある場合は、表下段に※でその内容を適宜記入すること。

・計画調書への貼付については、表下段に設定した「※」部分も含め、貼付を行うこと。

・記入しない行は削除すること。

・行が不足する場合は、適宜追加すること。

・行の追加を行う際は、【代表校】と【連携校】の合計となるよう注意すること。

・貼付の際は、緑枠囲み部分は非表示とする。

その際、他の箇所が非表示とならないよう注意すること。
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審査項目⑨　成果目標の設定 ⼤学名：

１)多文化共修科目数・参加学生数

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

科目数等
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

正課科目数

　うち多文化共修科目数　①

　【①の内訳】

　　・学士

　　・博士前期

　　・博士後期

参加学生数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

①の参加学生数（Ａ：Ｂ＋Ｃ） 0 人 0 人 0 人

　うち日本人学生数（Ｂ）

　うち外国人学生数（Ｃ）

　【Ａの内訳】

　　・学士

　　・博士前期

　　・博士後期

学生総数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

学生総数（Ｄ：Ｅ＋Ｆ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生数（Ｅ）

外国人学生数（Ｆ）

２)多文化共修科目に関連する担当教員や多文化共修に関連するTA・SAの数

（大学名：） 各年度５月１日の数値を記入

担当教員数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

教員総数（Ａ)

　うち多文化共修科目の担当教員数（Ｂ)

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間の総数（のべ）の数値を記入

ＴＡ・ＳＡ数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

TA・SA総数（Ｃ)

　うち多文化共修に関連して雇用する
　TA・SA数（Ｄ)

※「教員総数」は、従前の大学設置基準第十二条で定める「専任教員」の数値を記入すること。

※「多文化共修に関連して雇用するSA」は、外国人留学生の学生生活や授業外での学習等を補助
　する業務を担う学生を指すため、必ずしも授業によるものではない。

※「外国人学生」は、原則として日本国籍以外の学生（「留学」の在留資格を有さない短期留学
　生を含む）とし、申請大学に所属する外国籍の学生や海外の現地連携大学の多文化共修の参加
　学生等を含む。

※「学生総数」は、各年度通年の数値を記入すること（全学生数とは異なる）。

・申請大学名を記入。
記入不要。※1行目よりデータ反映

・下記の【①の内訳】の合計(=学士＋博士前期

＋博士後期）と一致させること。

※計算式漏れのため、要確認。

・単独申請の場合、本シートのみを使用すること。（← 審査項目⑨ 1)～6),8)について）

※なお、不要なシート（【合計】、【連携校1】～【連携校4】）は削除し、提出すること。

・複数連携での申請の場合、本シートに代表校の内容を記入し、【連携校1】以降のシート

に連携する大学の内容をそれぞれ作成すること。

※なお、【連携校1】～【連携校4】のシートは、連携校数によらず削除しないこと。

・①の参加学生数（Ａ）と【Ａの内訳】の合計

(=学士＋博士前期＋博士後期）が一致している

かご確認ください。

・ 各指標事項において該当する部分（ 内のセル）をコピーし、

計画調書の指定場所に貼付すること。

※ 計画調書の記入要領を参照

※ 以下同様

・貼付の際は、緑枠囲み部分は非表示とする。

その際、他の箇所が非表示とならないよう注意すること。
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３）多文化共修科目に関連して、連携する地方公共団体や企業、NPO・NGO・国際機関等の数

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

連携する地方公共団体の数

連携する企業等の数

連携するNGO・NPO・国際機関等の団体

※多文化共修科目（正課科目、正課外科目）に関連して、連携する合計値を記入すること。

４）日本人学生の海外留学人数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比220％以上もしくは全学生数の３割以上に設定すること

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

日本人学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生の海外留学人数（Ｂ) #DIV/0!

　うち、多文化共修科目に関連して海外留学する
　日本人学生数（Ｃ）

0 人 0 人 0 人

　【内訳】

　　①短期留学人数

　　②中期留学人数

　　③長期留学人数

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度

※多文化共修科目に関連して海外留学する日本人学生数は、「正課科目」及び「正課外科目」による合計値を
　記入すること。

・オレンジ色のセルが、公募要領に定める

要件を満たしているか確認すること。

※ 以下同様
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５）外国人留学生数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比140％倍以上もしくは全学生の３割以上に設定すること

（大学名：） 各年度５月１日の数値を記入

全学生数（Ａ)

各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

外国人留学生数（※短期留学生含む）（Ｂ) 0 人 0 人 0 人 #DIV/0!

【内訳１】

　うち、外国人留学生数（※短期留学生含まず）

　うち、短期留学生数

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

　　　　　　　　

６）外国人留学生の国内及び地域への就職人数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の進学者数を除く国内での就職希望者の６割以上を占めること

（大学名：）

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

外国人留学生のうち就職希望者数① 0 人 0 人 0 人

　　【①の内訳】

　　　・国内就職希望者数 （ア）

　　　・海外就職希望者数 （イ）

外国人留学生のうち就職者数②

 　 ・②のうち、国内就職者数 （ウ）

【割合】
　国内就職者数（ウ）／国内就職希望者数（ア）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

８）その他　任意指標

（大学名：） 各年度任意の数値を記入

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

（指標１）

（指標２）

※各年度通年の数値を記⼊。
※（指標1）に設定した●●は、〜とする。
※（指標2）に設定した●●は、〜とする。

各年度内に卒業・修了する者に対して行った調査の数値を記入

※「外国人留学生」：外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める
　「留学」の在留資格により、申請大学において教育を受ける学生とする。
　（短期留学生を含まず）

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度
（目標値）

※「全学生数」は、学校基本調査の定義によるものとする（非正規課程の学生を含む）。

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度

※ここで定める「外国人留学生」とは、外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める
　「留学」の在留資格により、申請大学において教育を受ける学生、及び「留学」の在留資格を有さない短期
　留学生も含めるものとする。

・貼付の際は、緑枠囲み部分は非表示とする。

その際、他の箇所が非表示とならないよう注意すること。

・（指標１）,（指標２）…を削除し、大学独自の定量的指標を記入すること。

・「期待される取組(加点事項)」に関する指標を設定することが望ましい。

・指標を作成する日付等については、設定した指標に合わせた任意のものする。

・設定した日付や指標に補足がある場合は、表下段に※でその内容を適宜記入すること。

・記入しない行は削除すること。

・行が不足する場合は、適宜追加すること。

・行の追加を行う際は、【代表校】と【連携校】の合計となるよう注意すること。

・数値については半角で記入すること。

・小数は、第2位を四捨五入して、第1位まで記入すること。
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審査項目⑨　成果目標の設定 ⼤学名：

１)多文化共修科目数・参加学生数

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

科目数等
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

正課科目数

　うち多文化共修科目数　①

　【①の内訳】

　　・学士

　　・博士前期

　　・博士後期

参加学生数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

①の参加学生数（Ａ：Ｂ＋Ｃ） 0 人 0 人 0 人

　うち日本人学生数（Ｂ）

　うち外国人学生数（Ｃ）

　【Ａの内訳】

　　・学士

　　・博士前期

　　・博士後期

学生総数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

学生総数（Ｄ：Ｅ＋Ｆ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生数（Ｅ）

外国人学生数（Ｆ）

２)多文化共修科目に関連する担当教員や多文化共修に関連するTA・SAの数

（大学名：） 各年度５月１日の数値を記入

担当教員数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

教員総数（Ａ)

　うち多文化共修科目の担当教員数（Ｂ)

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間の総数（のべ）の数値を記入

ＴＡ・ＳＡ数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

TA・SA総数（Ｃ)

　うち多文化共修に関連して雇用する
　TA・SA数（Ｄ)

※「外国人学生」は、原則として日本国籍以外の学生（「留学」の在留資格を有さない短期留学
　生を含む）とし、申請大学に所属する外国籍の学生や海外の現地連携大学の多文化共修の参加
　学生等を含む。

※「学生総数」は、各年度通年の数値を記入すること（全学生数とは異なる）。

※「教員総数」は、従前の大学設置基準第十二条で定める「専任教員」の数値を記入すること。

※「多文化共修に関連して雇用するSA」は、外国人留学生の学生生活や授業外での学習等を補助
　する業務を担う学生を指すため、必ずしも授業によるものではない。

・連携大学名を記入してください。

・連携校がある場合に使用。

※作成順については、「計画調書１」の１ページ目に記入した順番とする。

・内容については、【代表校】シートと同様のため、参照して作成すること。

※8）その他項目についても、代表校と同一の任意指標を設定すること。

（設定する日付や指標の補足についても原則、代表校と条件を揃えること。）
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３）多文化共修科目に関連して、連携する地方公共団体や企業、NPO・NGO・国際機関等の数

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

連携する地方公共団体の数

連携する企業等の数

連携するNGO・NPO・国際機関等の団体

※多文化共修科目（正課科目、正課外科目）に関連して、連携する合計値を記入すること。

４）日本人学生の海外留学人数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比220％以上もしくは全学生数の３割以上に設定すること

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

日本人学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生の海外留学人数（Ｂ) #DIV/0!

　うち、多文化共修科目に関連して海外留学する
　日本人学生数（Ｃ）

0 人 0 人 0 人

　【内訳】

　　①短期留学人数

　　②中期留学人数

　　③長期留学人数

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

※多文化共修科目に関連して海外留学する日本人学生数は、「正課科目」及び「正課外科目」による合計値を
　記入すること。

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度
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５）外国人留学生数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の人数が、令和５年度比140％倍以上もしくは全学生の３割以上に設定すること

（大学名：） 各年度５月１日の数値を記入

全学生数（Ａ)

各年度通年の数値を記入

（目標値） 令和５年度比

外国人留学生数（※短期留学生含む）（Ｂ) 0 人 0 人 0 人 #DIV/0!

【内訳１】

　うち、外国人留学生数（※短期留学生含まず）

　うち、短期留学生数

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

　　　　　　　　

６）外国人留学生の国内及び地域への就職人数・割合

　※　要件：事業計画最終年度の進学者数を除く国内での就職希望者の６割以上を占めること

（大学名：）

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

外国人留学生のうち就職希望者数① 0 人 0 人 0 人

　　【①の内訳】

　　　・国内就職希望者数 （ア）

　　　・海外就職希望者数 （イ）

外国人留学生のうち就職者数②

 　 ・②のうち、国内就職者数 （ウ）

【割合】
　国内就職者数（ウ）／国内就職希望者数（ア）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

８）その他　任意指標

（大学名：） 各年度任意の数値を記入

令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

（指標１）

（指標２）

※各年度通年の数値を記⼊。
※（指標1）に設定した●●は、〜とする。
※（指標2）に設定した●●は、〜とする。

※「外国人留学生」：外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める
　「留学」の在留資格により、申請大学において教育を受ける学生とする。
　（短期留学生を含まず）

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度
（目標値）

※「全学生数」は、学校基本調査の定義によるものとする（非正規課程の学生を含む）。

令和５年度
(実績値）

令和８年度
（目標値）

令和11年度

※ここで定める「外国人留学生」とは、外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める
　「留学」の在留資格により、申請大学において教育を受ける学生、及び「留学」の在留資格を有さない短期
　留学生も含めるものとする。

各年度内に卒業・修了する者に対して行った調査の数値を記入

・8）その他項目についても、代表校と同一の任意指標を設定すること。

（設定する日付や指標の補足についても原則、代表校と条件を揃えること。）
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審査項目⑨　成果目標の設定 ⼤学名：

１)多文化共修科目数・参加学生数

（大学名：） 各年度通年の数値を記入

科目数等
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

正課科目数

　うち多文化共修科目数　①

　【①の内訳】

　　・学士

　　・博士前期

　　・博士後期

参加学生数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

①の参加学生数（Ａ：Ｂ＋Ｃ） 0 人 0 人 0 人

　うち日本人学生数（Ｂ）

　うち外国人学生数（Ｃ）

　【Ａの内訳】

　　・学士

　　・博士前期

　　・博士後期

学生総数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

学生総数（Ｄ：Ｅ＋Ｆ） 0 人 0 人 0 人

日本人学生数（Ｅ）

外国人学生数（Ｆ）

２)多文化共修科目に関連する担当教員や多文化共修に関連するTA・SAの数

（大学名：） 各年度５月１日の数値を記入

担当教員数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

教員総数（Ａ)

　うち多文化共修科目の担当教員数（Ｂ)

割合（Ｂ／Ａ) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間の総数（のべ）の数値を記入

ＴＡ・ＳＡ数
令和５年度
(実績値）

令和８年度
(目標値）

令和11年度
(目標値）

TA・SA総数（Ｃ)

　うち多文化共修に関連して雇用する
　TA・SA数（Ｄ)

※「教員総数」は、従前の大学設置基準第十二条で定める「専任教員」の数値を記入すること。

※「多文化共修に関連して雇用するSA」は、外国人留学生の学生生活や授業外での学習等を補助
　する業務を担う学生を指すため、必ずしも授業によるものではない。

※「外国人学生」は、原則として日本国籍以外の学生（「留学」の在留資格を有さない短期留学
　生を含む）とし、申請大学に所属する外国籍の学生や海外の現地連携大学の多文化共修の参加
　学生等を含む。

※「学生総数」は、各年度通年の数値を記入すること（全学生数とは異なる）。

【連携校１】シートの記入要領参照
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審査項目⑨　成果目標の設定

７）プログラム実施の前提となる大学の国際化

【全体情報】 各年度５月１日の数値を記入

令和５年度 令和８年度 令和11年度

（実績値） （目標値） （目標値）

※「全学生数」は、学校基本調査の定義によるものとする（非正規生課程の学生を含む）。

※「専任教員」は、従前の大学設置基準第十二条で定める「専任教員」の数値を記入すること。

各年度通年の数値を記入

令和５年度 令和８年度 令和11年度

（実績値） （目標値） （目標値）

※「授業科目」は、「授業総数」を記入すること。

【人数、科目】 各年度通年の数値を記入

令和５年度 令和８年度 令和11年度

（実績値） （目標値） （目標値）

各年度５月１日の数値を記入

令和５年度 令和８年度 令和11年度

（実績値） （目標値） （目標値）

※「外国人教員」は、従前の大学設置基準第十二条で定める「専任教員」のうち、該当する数値を記入すること。

【割合】

令和５年度 令和８年度 令和11年度

（実績値） （目標値） （目標値）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

※：  i）外国人留学生の割合は、全学生数に占める年間の外国人留学生

ii）外国人教員の割合は、全専任教員に占める外国人教員

iii）外国語による授業は、全授業科目に占める外国語により実施される授業科目（語学としての授業を除く）

【記入要領】

　1_【全体情報】及び【人数、科目】の各欄を年度ごとに記入すること。

　2_割合は、小数点以下第1位まで計算（第2位を四捨五入）とする。

iii）外国語による授業

※ここで定める「外国人留学生」とは、外国人学生のうち、「出入国管理及び難民認定法」別表第1に定める「留学」の在留資格
により、申請大学において教育を受ける学生、及び「留学」の在留資格を有さない短期留学生も含めるものとする。

ii） 外国人教員

i） 外国人留学生

ii） 外国人教員

iii） 外国語による授業

大学名

（SGU採択の有無）

A.全学生数

B.全専任教員

C.全授業科目

i） 外国人留学生（※短期留学生含む）

代表校（申請大学）分のみ要作成。

・申請大学名を記入。

・プルダウンから選択。

・オレンジ色のセルが、公募要領に定める

要件を満たしているか確認すること。

※ 以下同様
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審
査

項
目

⑩
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
計

画
の

適
切

性
⼤
学
名
：

（
３

－
１

）
多

文
化

共
修

科
目

一
覧

表
　

【
正

課
科

目
】

事
業

開
始

３
年

目
ま

で
に

実
施

予
定

の
科

目
を

記
入

令
和

7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
1
1
年

度

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

科
目

区
分

科
目

名
（

※
3
）

開
設

年
度

履
修

目
標

人
数

（
※

4
）

【
目

標
】

最
終

(
R
1
1
)
年

度
に

お
け

る
、

履
修

目
標

人
数

に
対

す
る

外
国

人
学

生
の

履
修

割
合

（
※

5
）

科
目

の
概

要
（

※
6
）

（
最

大
1
5
0
字

程
度

）
課

程
学
部

（
※

1
）

年
次

単
位
数

学
期

（
※

2
）

・
申
請
大
学
名
を
記
入
。

・
連
携
大

学
が
あ

る
場
合

、
本
シ

ー
ト

の
直

後
に

シ
ー

ト
を

コ
ピ

ー
し

差
込

ん
で

、
大

学
毎

に
そ

れ
ぞ

れ
作

成
す

る
こ

と
。

・
そ
の
際

、
シ
ー

ト
名
は

「
審
査

項
目

⑩
プ

ロ
グ

ラ
ム

計
画

の
適

切
性

（
正

課
科

目
）

【
連

携
校

1
】

、
「

審
査

項
目

④
プ

ロ
グ

ラ
ム

計
画

の
適

切

性
（
正
課

科
目
）

【
連
携

校
2
】
）

」
…

等
に

す
る

こ
と

。

・
※
作
成

順
に
つ

い
て
は

、
「
計

画
調

書
１

」
の

１
ペ

ー
ジ

目
に

記
入

し
た

順
番

と
す

る
。

・
多
文
化
共
修
科
目
の
う
ち
、

正
課
科
目
を
５
０
科
目
記
入
。

（
※
行
の
追
加
は
不
可
）

・
正
課
科
目
が
５
０
科
目
に
満

た
な
い
場
合
は
、
全
て
記
入
す
る
こ
と
。

・
記
入
す
る
科
目
に
つ
い
て
は

、
大
学
の
任
意
だ
が
、
類
似
し
た
科
目
ば
か
り
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

・
本
シ
ー
ト
よ
り
、
審
査
項
目

⑧
「
（
2-
2）

多
文
化
共
修
科
目
」
欄
に
記
載
す
る
特
色
あ
る
科
目
に
つ
い
て
は
、

上
か
ら
順
（
1科

目
目
の
行
か
ら
5科

目
の
行
ま
で
）
と
し
、
上
か
ら
順
に
対
応
さ
せ
て
作
成
す
る
こ
と
。
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審
査

項
目

⑩
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
計

画
の

適
切

性
⼤
学
名
：

（
３

－
２

）
多

文
化

共
修

科
目

一
覧

表
　

【
正

課
外

科
目

】

事
業

開
始

３
年

目
ま

で
に

実
施

予
定

の
取

組
を

記
入

令
和

7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
1
1
年

1 2 3 4 5 6 7 8 9

課
程

期
間

（
※

1
）

取
組

名
（

※
2
）

参
加

目
標

人
数

（
※

3
）

【
目

標
】

最
終

(
R
1
1
)
年

度
に

お
け

る
、

履
修

目
標

人
数

に
対

す
る

外
国

人
学

生
の

履
修

割
合

（
※

4
）

取
組

の
概

要
（

※
5
）

（
最

大
1
5
0
字

程
度

）

・
申

請
大

学
名

を
記

入
。

・
連

携
大

学
が

あ
る

場
合

、
本

シ
ー

ト
の

直
後
に

コ
ピ
ー
シ
ー
ト

を
差
し
込
ん
で

、
大
学
毎
に

そ
れ
ぞ
れ
作
成

す
る
こ
と
。

・
そ

の
際

、
シ

ー
ト

名
は

「
審

査
項

目
④

プ
ロ

グ
ラ
ム
計
画
の

適
切
性
（
正
課

外
科
目
）
【

連
携
校
1
】
、
「
審
査
項

目
④

プ
ロ

グ
ラ

ム
計

画
の

適
切

性
（

正
課

外
科

目
）
【

連
携
校
2
】
）
」
…
等
に

す
る
こ
と
。

・
※

作
成

順
に

つ
い

て
は

、
「

計
画

調
書

１
」
の

１
ペ
ー
ジ
目
に

記
入
し
た
順
番

と
す
る
。

・
多

文
化

共
修

正
課

科
目

の
う
ち

、
正

課
外

科
目

を
３

０
科

目
記

入
。

（
※
行

の
追

加
は

不
可

）

・
正

課
外

科
目

が
３

０
科

目
に
満

た
な

い
場

合
は

、
全

て
記

入
す

る
こ

と
。

・
記

入
す

る
科

目
に

つ
い

て
は
、

大
学

の
任

意
だ

が
、

類
似

し
た

科
目

ば
か

り
と

な
ら

な
い

よ
う

留
意

す
る

こ
と

。

・
審

査
項

目
⑧

「
（

2
-
2
）

多
文

化
共

修
科

目
」

欄
、

う
ち

正
課

外
の

取
組

に
記

載
す

る
特

色
あ

る
科

目
に

つ
い

て
は

、

上
か

ら
順

（
1
科

目
目

の
行

か
ら

3
科

目
の

行
ま

で
）

と
し

、
上

か
ら

順
に

対
応

さ
せ

て
作

成
す

る
こ

と
。
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（単位：千円）

補助金申請額
(①)

大学負担額
(②)

プログラム
規模

（①＋②）
備考

合計

） （タイプ　:　Ⅱ　）

・

令和６年度

（大学名：

・
・
・
⑥その他（諸経費）
・
・

・
④通信運搬費
・
・
・
⑤光熱水料

・
・
・
③会議費
・
・

審査項目⑫　補助期間における各経費の明細【年度ごとに1ページ】

補助金申請ができる経費は、当該事業の遂行に必要な経費であり、本プログラムの目的である大学の国際化によるソーシャルインパクト創出のための使途に限定され
ます。（令和６年度大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業公募要領参照。)

＜令和６年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費

②謝金
・
・

・
［人件費・謝金］
①人件費
・
・
・

・
・
・
②消耗品費
・
・

・
［旅費］
・

［その他］
①外注費
・
・　　
・
②印刷製本費

・
・
・
・
・
・

大学負担額を計上している場合、各
費目内訳を記入。

「経費区分」欄
〇 区分については、令和６年度大学教育再生戦略推進費「大
学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」公募要領
の（別添３）経費の使途可能範囲を参照。

〇 費目の内訳は、内容がある程度分かるように記入。

記載例 ：教材印刷費 ○○○千円

○○部×＠○○○円

：謝金 ○○○千円

○○人×＠○○○円

〇 年度ごとの「補助金申請額」、「大学負担額」及び「プログラ
ム規模」の各合計が、タイプⅡ計画調書(ワード）基本情報
ページの「本プログラム経費」各欄の金額と一致させること。
〇 配分額については、
・補助期間最終年度の２年前年は当初配分額の７０％に
・補助期間最終年度の前年は当初配分額の５０％に
・最終年度は当初配分額の３０％に
なることを前提に作成すること。
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